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明るい

お正月を

'93
12 月

くにみ女性教室 と成 人学級では、12月 ７日．

町民 体育館において、 ミニ門 松づ くり を行い ま

した．

ワ ラ、竹、 松葉、山砂、 大きめの空 き缶 を川

いて形をつく･八 鶴 、亀．扇．そして． 南天で

飾りつけをし、出 来上がり．

参加 者は、 自作の ミニ門 松を手に、「明 るい

お正月が迎えられそ う」と．ご 満悦でし た．



～平成5 年度上半則の財政状況~

一般会計は

17億 9.350万7千円の支出

岡
見
町
財
政
状
況

の
作
成
及
び

公
表
に
開
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

平

成
五
年
度
上
半

期
（
四
月
一
日

～
九
月
三
十
日
）
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
で

は
、
予
算
額
五
十

四
億
三
千
七
百

五
十
五
万
九
千
円

に
対
し
、
収
入

済
額

は
、
二
十
三

億
三
千
四
百
九
十
八
万

円
で
四

十

二
・
九
％

の
収
入

率
、
支
出
済
額

は
、
十
七
億
九
千

三
百

五
十
万

七

千
円
で
三
十
三
・
〇
％

の
予
算
執

行
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
執
行
状
況
、
地

方

債
の
状
況
、
町
税
の
収
入
状
況
節

は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場

総
務
課
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ど

な
た
で
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

一
　
　

般
　
　

会
　
　

計
　
　

の
　
　

執
　
　

行
　
　

状
　
　

況

〈歳 人〉

区　　　　　 分　 予算額(千円) 収入済麟(千円) 収人率(％)

町　　　　　　 税　　846.6　　　 引 3.5　　　 碕.7

地　 方　譲　 与　樫　　 Ⅱ 5.0　　　.  2　　　24.6

利 子 創 文 付 金　　　 円 靆 00　　　9.359　　　49.0

ゴルフ墫利用税交付金　　　800　　　4.3　　　21.7

自釶車取19税交付金　　　45.08　　　.6　　　34.8

地　方　 交　付　税　L946.3  幻　　L392.243　　　71.5

交通安全対策特別文付金　　　1.9　　　　1.0　　　s2.7

分 祖 金 及び負推 金　　　,  3　　　13  靆　　43,4

使 用 外 及び予 蝕科　　　40.5　　　2L5　　　53.1

躙　庫　 支　出　 金　　ｰ  .3　　　 引 .3　　　19.2

県　 攴　 出　 舎　　265.6　　　26,148　　　9.8

財　 産　 収　 人　　　.674　　　19,019　　27.6

寄　　　附　　　 金　　　　 １　　　　　 ０　　　 －

繰　　　 入　　　金　　6  .9　　　　1,064　　　0.2

雌　　　 越　　　 金　　　z3,156　　　23,156　　ｰ  8.0

s　　　 収　　　 人　　27 り09　　　2  靆　　　85.5

町　　　　　　 倶　　9  ﾖ 00　　　　o　　　 一

合　　　 計　　　5.4  訂 .559　　2.3 .980　　　42.9

（a 出）

区　 分　 予11齲｛ｆ円｝ 支出済 置 仟 円 》 行剰 ｓ）

議　 食　 費　　18.94　　　.2　　17.8

総　 柵　 麑　1.6  る .0　　　z23, Ⅲ　　13.8

民　 生　 費　　4  .5　　　k13　　34.7

衛　 生　11　　13　　　311.1　　13.5

農摶水産釘1　　5  加 .4　　　ｰ  .1  記　　 加.5

商　 工　11　　　9.4　　　 加,947　　62.7

1　 木　 費　　5  哲 .074　　　132,1 剥　　25.1

1n　 防　 費　　ｰ  鴿 .7 剿　　　98,2z1　　57,9

救　 宵　11　　.6　　　4  .4　　51.6

男 書 儷旧 輿　　　　 ｚ　　　　　 ｏ　　 一

公　 倫　 費　　 椢, 棯3　　　ｰ  .38　　45.4

諸 支 出 令　　　　 】　　　　 ０　　 一

予　 鑼　 費　　　6, 瞋　　　　　 ０　　 －

合　 計　　53  訂 .559　　L793.507　　33.0

地
　
　
　

方
　
　
　

俄
　
　
　

の
　
　
　

状
　
　
　

況

区　　 分　　　　 ９月末飛高(千円)

土　　　 木　　　　　　　7.  3

教　　　 育　　　　　　2.  引 8. 2

公 営 住 宅　　　　　102､3H

農 林 ｔ 夲　　　　　　40.5

商　　　 工　　　　　　　3.

保 健 体 青　　　　　　84,230

消　　　 防　　　　　　　43.221

衛　　　 生　　　　　　　121.400

災 害 復 旧　　　　　　46.

そ　 の　 他　　　　　　　 的,(冶1

計　　　　　　　　3  , 7302

町
　

椏
　

の
　

収
　

人
　

状
　

況

区　　　　 分　 予算額(千円) 収人済額(千円)　 収入率(％)

町　　 艮　　 椏　　368, 朕　　　　2.7　　　49.6

固　定　資　産 椶　　4  .  6　　　　286,499　　　70.1

軽　自　動　41 税　　　13,!X)1　　　　13.  4　　　ｰ  00.3

町　た　ぱ　こ　俔　　　53,238　　　　%.  8　　　52.3

特 別 土 地 保 有棍　　　2.  7　　　　2.462　　　 期 .0

計　　　　　　846.636　　　　3.5　　　60.7

国民健摩保険悦　　.  れ 0　　　8.6  冊　　　50.5

水　道　事　業　会　計 単位:千円

区　　　 分 �
収　　　　 人 �� 支　　　　 出

�予算顔 �収 入済顱 �予 算 額 �支出済飯

収 益 的 収 支 �0.  繝 �&2,061 �7.7  的 �9

資 本 的 収 支
�- �-

�.9 �2, 崩



特
　

別
　

会
　

計
　

の
　

執
　

行
　

状
　

況

会　　　 計　　　名 �f 算額 阡円） �収入清節 阡円） �収入率（％） �吏出済脯 阡 即 �似行率（恂

国 民健 庫保陝特 別会計 �769  怎 �2.  7 �44.6 �237, 釦1 �30.9

老 人 保 健 特 別 会 計 �,  775 �313.1 �48.6 �257､060 �39  ､ 9

渇 水対ｌ 挌設特 別会計 �19.378 �1  広 5 �53.6 �6､649 �34.3

則H 簡 碚水道特別会叶 �1  広 5 �5  ｺ % �49.8 �3.  D22�29.5

膏 英 事 裏 特 別 会 計 �5  ｡ 目 5 �3  ﾖ 59 �61  . 8 �l,  773�34.7

人 山 財 産Ｋ 特 別 会 計 �.736 �6.  6 �26.3 �5.  0 �22.9

藤 田 財 産【K 特 別 会 計 �2.  0 �267 � 川 . 5 �101 �4.0

人木戸 財痃阮特別 会計 �116 �112 �96.6 �50 �43  ､ 1

石 毋Ⅲ 財削 尺特 別会計 �718 � 鄭 �52.9 �168 �23.4

公共 下 水道 特 別 会 叶 �2  慴 . に 0 �57.594 �3L0 �52.･1 �24.0

ll 地 閖 発 特 別 会 計 �336､734 �.  434�5.8 �7  ﾖ 39 �2. 】

晴
れ
の
受
賞

町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
十
九
名

～
平
成
五
年
度
国
見
町
表
彰
式
～哨 れの受賞 者 のみ なさ ん

平
成
廠
彫

度
国
見
町
表
彰
式
か
、

卜
二
月
三

卜
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル
に

お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

冨
永
武
夫
町
長

が
式
辞
を
述

べ

た
後
。
長

い
間
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野

に
お

い
て
、
町
の
発
展
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ

た
方
々
に
。
表
彫

状
と

記
念
品
を
手
渡
し
ま
し

た
。

坂
本
正
純
県
北
行
政
事
務
所
長

と
仲

野
周
一
町

離
会
議
艮
の
祝
辞

に
続

き
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
町

教
育
委
貫
長
の
佐
藤
利

雄
さ
ん
が
、

謝
辞
を
述

べ
ま
し

た
。

今
年
は
、
各
分
野
か

ら
十
九
名

の
杵
さ
ん
か
、
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

特
別
功

労

表
彰

町
の
振
興
発
展

に
特
別

な
功
労

が
あ
り
功
績
顕
著

な
方

、
ま

た
．

功

労
表
彰
受

賞
後
も
引
き
続
き
そ

の
職
に
あ
り
．

特
に
功
労
顕
箸
な

々佐

藤
　

利

雄
・

遊

佐
　

保

平

佐

藤
　

忠

美
・

曳

地
　

薺

作

佐

藤
　

一
．
郎
・

渡

辺
　
　

宏

功

労

表

彰

町
政
振
興
に
寄
ａ
ｆ
し

、
そ

の
功

績
か
顕
著

な
力
。

関

口
　

正

一
・

佐

藤
　

貞

夫

樋

口
　
　

馨
・

鈴

木

林

之

助

佐

藤
　

清

子
・
秦
　
　

富

夫

善

行

表

彰

多
年

に
わ
た
り
奉
仕
活
動
等
に

よ
り
社
会
に
寄
与
し
た
方
、
ま
た
、

公
益
の

た
め
に
金
品
等
を
寄
附
さ

れ

た
方
。

松

浦
　

金

男
・

野

村

チ

ョ

ノ

仙

睫

工

業

㈱

福

島

支

店

高

橋
　

勝

美
・
菅

原
　

文

子

引

地
　

由

則
・

佐

藤
　

克

成



交
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
一
丸

国

見

町

桑

折

町

交
通
安
全
町
民
大
会

交通事故の撲減を譬つた交通安全町民大会

国
見
町
・
桑
折
町
両

町
の
交
通

事
故
の
絶
滅
を
図
り
、
平
成
五
年

度
交
通
安
全
町
民
大
会

が
、
十
二

月
四
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ

ー

多
日

的
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ

れ
、
両
町
の
交
通
安
全
推
進
団
体

の
関
係
者
を
は
じ
め
大

勢
の
町
民

の
皆
さ
ん
か
出
席
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
犠
牲
者
に
黙

と
う
を

さ
さ
げ

た
後
、
大
会
長
の
冨
永
武

夫
町
長
か
式
辞
を
述

べ
、
安
細
隆

涛
桑
折
町
長
、
志
賀
正
達
桑
折
警

察
桝
艮
。
大
竹
占
兵
衛
桑
折
地
区

交
通
安
全
協
会
長
か
、
あ

い
さ
つ

を
行

い
ま
し
た
。

交
通
安
全
に
功
労
さ
れ
た
方
や

交
通
安
全
優
良
事
業
所
な
ど
の
表

彰
に
続
き
、
森
江
野
小
学
校
六
年

の
佐
藤
由
香
利
さ
ん
、
交
通
安
全

協
会
森
江
野
部
会
長
の
宍

戸
文
平

さ
ん
ら
三
人
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
、
文
通
事
故
防
止
に
対
す

る
意
見
や
体
験
談
を
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な

い
明
る
く
庄
み

よ

い
交
通
袿
会
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
な
ど
を
う
た
っ
た
大
会

竃
言

を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
出
席
考

全
員
で
、
交
通
事
故
侠
滅
を
誓

い

ふ’`
し
た
。

大
会
の
席
上
、
国
見
町

か
ら
は

次
の
方
々
か
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬

称

略

）

◇

交
通
安
全
功
労
者

武

Ⅲ
　

術
・
安

川
節

子

◇

交
通
安
全
優
良
事
業

所

㈱
大
岩
機
器
工

業
所

◇

交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク

ー
ル

㈱
赤
井
畑
製
材
所

㈲
μ

妻
観
光

レ
ン
ｙ

カ

ー

㈲
人
和

川
淞
物
店

国
見
製
菓
㈱

福
島
国
見
町
農
業
協
同
組
ぺ
口

㈱
ツ
バ
メ
コ

ー
ト
福
島
配
送

セ

○
卜
二
月
ト
ロ

か
ら
来
年

の
一
月

七
日
ま
で

は
、
年
末
年
始
の
交

通

事
故
防
ｉ

県
民
総
ぐ

る
み

運
励
期

問
で
す

。
交

通
ル
ー
ル
を
守

り
、

‥父
通
事

故
の
防

止
に
努

め
ま
し

ょ

「
事
故
ゼ

囗
へ
　

大
き
な

輪
に
な

れ
　

う
つ
く
し
ま
」

－

よ
い
速
度
　

そ
れ

が
無
事
故
に

つ
づ
く
遭
－

健

康

世

帯

健
康
高
齡
者

に
表
彰
状

富永町長から表彰状が手渡される

ｙ

成

瓦
年
度
国

見
町
国
民
健
虞

屎
険
健
康
世
帯

、
健
康
高
齢
者

表

彰

式
が
、
ト

ー
川

卜
Ｌ
凵
、
観
川

台
文
化
セ

ン
タ
ー
大
研
修
令
に

お

い
て
行
わ

れ
ま

し
た
。

公
立
藤

田
総
合
病
院
副
院
長
の

朽
木
渉
先
生
が
。
「
健
康
と
生
活
」

に
つ
い
て
溝
演
を
行
っ
た
後

、
表

彰

式
か
行
わ
れ
。
国
民
健
康

保
険

加
入
者
で

。
平
成
四
年
度
巾

に
無

受
診
で

あ

ｌ
た
健
康
世
帯

（
陀
十

六
世
帯
）

と
、
健
康
商
齢
者
（
三

卜
二
名
）

の
皆

さ
ん

に
、
冨
永
武

夫
町
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
か

手
渡
さ

れ
ま
し

た
。

受
賞
者
の
杵
さ
ん
（
敬
称
略
）

健
　

康
　

世
　

帯

・

十

五

年

連

続

占
　

川

タ
　

カ

・

ぺ

乍

辿

続

鴨

剛

常

雄

・

Ｌ

年

辿

続

商

鳴

榮

ｆ

・

阮

年

辿

続

武
　

Ⅲ
　

．

郎

．
片

藤
　

要

ａ

・

四

年

連

続

化

藤

恵

子

小

幡

μ
　

．

・

．
．
．
乍

連

続

鈴

木
　

フ
　

丶一
ゝ

八

か
　

イ

ト

ｋ

谷

川

泰

造

・

二

年

連

筏

び

水

和

ｆ

吋

匚

拓

郎

浅

野
　

ユ
　

イ

高

橘

心

理

ｆ

永

山

キ
　

イ

松

浦

伍

郎

村

Ｌ

箝

衛

竹
　
野

よ
し
ｒ

高

野

久

占

佐
久
川

キ
　
イ

艇
　
　

經

人

加

藤
　
　

新

吃

藤

次

郎

晦

谷

純

孝

侵

４

忠
　
．

後

Ｉ

昌

伸

・
一
年

古

川
　

ひ

き
子

本

田

乖

占

菊

地

正

参

巾

野
　
　

勇

木

吋

長

治

佐

藤

ト

ヨ
子

松

浦

―

雄

高

橋

宗
　

］

簡
　

………

忠
　

二

大

沖
　

ス
　

イ

森

林

μ

助

佐
久
川
　
　

陷

冨

永

保

人

桴

津
　

ヨ
　

ッ

Ｋ
　

ｆ

£

造

遠

藤

１

藏

秦
　
　

長

蔵

人

條
　
　

実

佐

藤

孝

男

佐
久
間

健
　
一

菅

野

袴
一
郎

関

本
　
　

東

菅

野

冨
良
攘

佐
久
川

ぶ

男

川

中
　
（
　

ツ

人

波
　
　

茂

佐

藤

川
瓦
郎

松
　
ｍ
…

ｆ

治

菊

池

春

男

鈴

木
　
　

勇

健

康

高

齢

者

ｆ

舘

き
よ
ｒ

占

内
　
ｉ

衛

松

浦

隧

’い」

松

浦

権
治
郎

占

川

爪
兵
衛

瀬

戸

み

郎

渡

辺

セ
　
ン

朽

木

畴

廴

佐

藤
　
ヨ
シ
イ

武

川
　
フ
　
ミ

佐

４

充

作

攸

野

心

治

高

橘

哈

ｆ

野
　
Ⅲ

ｋ
四
郎

十

Ｆ

み
と
り

佐

４
　
フ
　
サ

八

鳥
　

．

巾

笠

川

新
太
郎

村

拌

庄

偖

渡

辺
　

ミ
　

ヨ

中

村

政

治

．

條
　

ヨ
　

シ

内

村
　

ス
　

イ

小
野
￥

テ
　

ル

菅

野

献

雄

斎

藤
　

り
　

ン

佐

野
　
　

雌

菊

地

キ
　

チ

遠

藤

哦

俊

‘桜

沢

占

川

禰
　

尸
　

゛
Ｉ
　
チ

鈴

木

カ
　

ン



平
成
六
年
度

新

入

学

児

童

来
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
の

は
。
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
百
二
十
一
名
の
皆
さ

ん
で
す
。

真
新
し

い
服
に
ラ

ン
ド
セ
ル
、

希
望
に
胸
膨
ら
ま
せ
て
元
気
な
姿

で
入
学
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
健

康
に
気
を
つ
け
。
交
通
事
故
な
ど

に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。

氏
名
に
誤
り
や
記
載
も
れ
か

あ

れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
・

・
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係

雲
恭
2
1
1
1
　

内

線
２
１
２

（
順
不
同

・
敬
称
略

）
平成５年度入学式（森江野小学校）

◇

小
坂
小
学
校
2
0
名
（

男
８

・
女
1
2）

赤
坂
祐
樹

高
野
雄
太

浅
野
　
亮

阿
部
武
幸

後
藤
久
美

佐
藤
成
処

佐
藤
愛
笑

商
野
未
咲

佐
藤
美
由
紀

横
山
　

碧

横
山
圭
一

一
條
隼
人

原

田
朋
晃

若
林
　

真

安
藤
志
帆
子

菅

野
紗
織

梅
谷
愛
美

横

山
成
美

古
内
朋
美

宍

戸
遥
香

◇

藤
田
小
学
校
6
2
名
（
男
3
4・

女
2
8）

東

海
林
悟

斎
藤
嘉
明

佐
藤
智
徳

松
浦
昌
生

吉
見
腎
也

岩
崎
翔
太

菊
地
史
也

外
山
政
輝

岡
崎
潤
市

佐
藤
健
太

八
巻
　

曜

高
橘
　

澗

鈴
木
康
雅

伊
藤
貴
大

八
島
茂
樹

擒
本
雄
太

齋
藤
祐
規

安
藤
公
司

霜
山
博
之

渡

辺
　
拓

澁
谷
亮
太

鰰
枝
　

大

佐
藤
直
也

佐
藤
一
樹

今

野
彰
彦

渡

辺
亮
平

本
間
友
浩

吉
旧
博
史

佐
久
間
裕
貴

澤

口
　
　

触

佐
藤
孝
浩

二
瓶
秀
考

佐
藤
梨
沙

高
橘
芳
江

高
橘
芙
紗
貴

伊
藤
智
江
美

管
野
め
ぐ
み

佐
藤
琴
美

半
沢
奈
津
美

佐
藤
亜
樹

菊
地
め
ぐ
み

吉
田
妙
子

羽
根
実
佳
子

高
原
　
忠

山
口
千
春

佐
野
　
碧

山
田
冬
樹

渡
辺
聡
志

栗
原
早
紀

齊
藤
さ
お
り

本
田
実
菜

美

吉
田
理
美

平
舘
奈
緒

美

佐
藤
麻
衣

高
橋
明
日
香

鴨
田
紗
保
里

高
橋
真
菜

菊
地
ひ
と
み

畠
山
由
里
香

伊
藤
千
亜
紀

中
田
春
香

三
木
史
陰

◇

森
江
野
小
学
校
1
2
名（
男
６
・
女
６
）

原
田
裕
希

近
野
拓
哉

八
巻
貴
俊

佐
久
問
　
薫

慂
江
あ
ゆ
み

佐
藤
美
希

菊
地
郁
弥

宍
戸
三
史
郎

佐
蘓
俊
幸

佐
久
間
幸
子

吾
妻
笑
香

佐
野
友
里
恵

◇

大
木
戸
小
学
校
1
6
名（
男
７
・
女
９
）

安
藤
勝
行

松
田
俊
平

八
島
洋
輔

齊
藤
　
俊

吉
田
紀
子

笠
松
　
彩

佐
野
由
香
理

松
浦
　
緑

遠
藤
朋
也

後
蘓
孝
僧

松
田
弘
樹

児
島
理
沙
子

松
浦
美
香

佐
藤
香
織

阿
部
美
佳

阿
部
光
子

◇
大
枝
小
学
校
１１
名
（
男
５
・

女
６
）

板
橘
孝

幸

小
林

哲
也

鈴
木
勝
也

鈴
木

窟
襲
子

松
浦
朋
美

松
浦

有
香
里

岩
城
晃
一

井
砂
貴
之

瀬
戸
芳
江

鈴
木
麻
美

瀬
戸
美
沙
樹

愛
の
献
血
に

5
9人
が
協
力

十
一
月

十
日
、
献
血

バ
ス
か
来

町
し
、
Ｊ
Ａ
福
島
国
見
町
森
江

野

支
所

前
、
睦
商
会
前
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
鬼
わ
さ
び
本
舗
前
、
大
木

戸
小
学
校
前
の
四
ヵ
所
で

献
血
活

動
を
行

い
、
五
十
九
人
（
申
込
者

は
六
十
人
）
の
方
々
に

ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

○
印

は
成
分

献
血
協
力
者

Ｃ
印

は
四
〇
〇

㎡
協
力
者
で

す

《

一

般

》

大
場
　

信
子

斎
藤
　

福
子

○
谷
津
　

隆
幸

〇
佐
藤
　
　

鍛

佐
藤
　

ク
ニ

ハ

巻
　

幸
子

宍
戸
　

則
子

○
佐

藤
　

洋
一

斎
藤
恵
美
子

○

平
舘
　
　

浩

○
阿
Ｍ
Ｈ
　
信
一

〇
松
浦
　

正
明

○
斎
藤
　
規
雄

○
酒
井
　
勝
弘

宍
戸
　
隆
一

阿
郎
　
洋
一

《
Ｊ
Ａ
福

島
■

見
町
》

佐
藤
　

邦
彦

○
長
谷
川
民
子

阿
部
　

英
子

松

浦
美
智
子

佐
藤
　

愛
子

《
睦

商

会
》

佐
藤
喜
代
子

我
妻
　

安
男

佐
藤
　

義
典

○
大
久
　

好
美

佐
藤
喜
美
子

八
島
　

香
織

古
内
　

知
子

半

谷
　
直
炎

鳴
田

芳
子

阿
部
　
文
子

横
山
す
み
え

亀
岡
　
正
弘

岡
崎
　
由
美

佐
藤
と
し
江

佐
藤
キ
ョ
子

渡
辺
　
邦
子

（
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
鳬
わ
さ
び
本
糾

Ｃ
三
浦
　
　
学

鈴
木
喜
久
雄

加
藤
三
恵
子

三
浦
　
弥
生

三
浦
き
み
子

○
島
貫
　
芳
宏

○
佐
藤
　

一
男

星
野
　

ミ
イ

○
菅
野
　

洋
子

制
野
ヶ
サ
ヲ

荒
川
み
ね
子

半
沢

賢
一

《
道

路
施
般
サ
ー
ビ
ス
》

佐
藤
　

時
子

《
大
木
戸
小
学
校
》

佐
藤
　

真
弓

○
緑
川
　
　

透

（
国

見
町
商
工
会
》

○
湖
水
　

正
春

○
阿
部
　

邦
雄

｛

匯

艮

町
役

埔

｝

武
田
　

友
江

武

田
　

幹
夫

佐
藤
水
無
子

吉
田
　

吉
夫

○
谷
津
　

富
夫



熱

走

・

力

走

健

脚

競

う

町
の
部
七
位
入
賞

～
ふ
く
し
ま
駅
伝
～

スタート褄好位膕をキープ．力走する佐● 懋選手｛ セ ，ケン13?

第
ｆ
回
巾
町
村
対
抗
福
鳥
県
縦

断
駅
伝
競
と
人
会
（
略
昨
・
ふ
く

し
ま
駅
伝
）
が
、
卜

．
Ｕ

气
ト

ー

日
、
八
卜
九
市
町
村
か
参
加
し
て

吁
わ
れ
ま
し
た
．

自
河

総
（
口
運
助
公
園
陸
Ｌ
破
技

場
を
ス
タ
ー
ト

し
、
福

鳥
県
斤
を

ゴ
ー
ル
と
す

る
卜
迂
区
川

、
1
0
1
・

７

にｍ
の
コ
ー
ス
で
、
県
内
巾

町
村

の
代
表

が
健
脚

を
競

い
ま
し

た

．

叫
回
目

の
川

場
と
な

る
国

阯
町

で

は
、
選

手
の

杵
さ
ん

が
、
四
Ｕ

か
ら
毎

卜
二
時
川

の
練
習

、
．．．
川

の
強
化
介

宿
を
け
う
な

ど
し
て
、

人
会

に
備
え
ま
し

た
．

コ

ー
ス
の
試
走
を
行

い
た
卜

．

月

卜
川

卜
に
は
、
選
Ｆ
の
ほ
か
約

亙
卜
名

が
川
席
し
て
結
川
人
が
行

わ
れ
、
応
扱
に
む
熱
が
入
り
ま
し

た
．人

会
肖

卜
に
は
、
ス
タ
ー
ト
地

点
の
自
河
総
べ
卜
述
助
公
園
陸
上
破

技
掛
に
、
冨
永
武
人
町
輿
、
仲
野

川
一
町
議
会

議
長
ら
も
ｙ

刺
か
ら

応
媛
に
か
け
っ
け
ま
し
た
．

冷
た

い
雨
か
降
り
し
き
る
巾
、

り
砲
を
べ
口
図

に

．
＆
‥
に
ス
タ
ー
ト

悪
人
候
で
令
体

的
に
昨
年

の
タ
イ

ム
を
ド
川
る
中
．
国
見
町
で

は
、

練
習
の
成
田
｀
を
十
分
に
発
揮

し
、

昨
弟
の
タ
イ
ム
を
．．．
分
二
十
二
秒

も
縮

め
る
瓦
時
間
四
卜
六
分
二
十

四
眇
で
ゴ

ー
ル
．
町
の
部
（
五
十

．一
町
中
）
Ｌ
位
と
な
り
、
見
事
朷

人
賞
、
総
介
で
も
十
八
匳
と
い
う

素
晴
ら
し

い
成
績

を
お
さ
め
ま
し

た
．人

会

当
日
の
皮

に
は
、
選
手
の

皆
さ
ん
の
継
闘
を
た
た
え
る
報
告

会

が
、
国
見
町
農
協
会

館
で

行
わ

れ
、
冨
永
町
妊
は
じ
め
、
町
議
会

議
Ｇ

、
選
手
の
父
兄
ら
約

酉
二
十

名
か
出
席
し
ま
し
た
．

呻
津
武
志
ふ
く

し
ま
駅
伝

進
手

団
団
長
が
、
成
績
を

発
表
す

る
と
、

報
告
会

に
っ
め
か
け

た
出
席
者

か

ら
戚
ん
な
拍
Ｆ

が
送
ら
れ
ま
し
た
『

終
始

和
や
か
に
懇
談

が
行
わ
れ

ま
し
た
か
、
早
く
も
来
年

に
向
け
、

意
欲
を
の
ぞ
か
せ

る
選
手
も

い
ま

し
た
．

ラ

ジ
オ
火
況
中
継
の
解
説
を
粛

藤
久
文
化

セ
ン
タ

ー
館
長
か
行

っ

た
こ

と
む

、
話
題
の
一
つ
で
し
た
・

熱
走
を
展
開
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん

（

敏

昨

略

）

監

仔
　
八
を

中
心
義

川
地
町
役
場

コ

ー
チ

商
擒

豊
光

㈱
丸
鮮

一
　
区

佐
勝
　

恵

福
鳥
西
女

二
　
Ｋ

人
沼

政
7
.
県
北
中

．．．

Ｋ

松
浦

裕
貴

福
島
工

川
　
区

鈴
木

弘
．一
．

自
衛
隊

．Ｍ
　
ド

鳥
橋

豊
允

㈱
丸
鮮

八
　
Ｋ

占
川

智
之

県
北
中

Ｌ
　
Ｋ

村
Ｌ

俊
弘

人
室
電
寰
㈱

ぺ
　
Ｋ

大
沼

哲
也

県
北
中

九

Ｋ

鈴
木

智
史

県
北
中

卜

Ｋ
　
．．．木

郤
絵

県
北
中

１

．
Ｋ

松
川

午
紀

自
衛
隊

卜
．．Ｋ

佐
４
　
温
史

福
鳥
人

卜
．
．．ド

佐
久
川
跖
雄

川
見
電
ｒ

㈱

－

四
Ｋ

佐
藤
―
災
子

県
北
中

卜
=

 

区

 

礎

 

起

鳥

柚

欠

中
野

義
人

㈱
人
…
り
髄
器

”
　
　
関
唄

眞
樹
　
Ｚ
３
０

”
　
　
佐
藤
心
紀
’ｒ

柵
鳥
な

”
　
　
．
條
　

聡

県
北
中

”
　

赤
坂
　

唸

県
北
中

入貫メダルを胸に報告会にのぞむ選手の皆さん



4
0チ
ー
ム
が
タ
ス
キ
を
リ
レ
ー

～
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
競
走
大
会
～

タスキをリレー（深山神社荊）

駅
伝
を
通
じ
て
、
親
睦
と
連
帯

感
を
深

め
、
非
行
の
防
止
を
図
り

ま
し
ょ
う
と
、
国
見
町
ソ
フ
ト

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
連
合
会
（
神
津
武

志
会

長
）
主
催
に
よ
る
第
八
回
国

見
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
競
走

大
会

県
北
地
Ｋ

大
会

が
。
十
一

月

二
十
一

口
に
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

駅
伝
競
走
大
会
に

は
、
伊
達
郡

を
は
匕

め
、
福
島
市

、
二
本
松
市

、

安
逮
郡
か

ら
。
日
頃

、
ソ
フ
ト

ポ

ー
ル
を

行
っ
て

い
る
少
年

た
ち
で

編
成

さ
れ
た
四
十
チ

ー
ム
（
男
子

の
部
三
十
チ

ー
ム
、
女
子
の
部
十

チ

ー
ム
）
か
、
参
加
し
ま
し

た
。

藤

田
小

学
皎
体
育
館
で
、
開
会

式
を
行
・

た
後
、
冨
水
武
大

町
長

の
号
砲
を（
日
図

に
、
藤

川
小

学
皎

校
庭
を
ス
タ
ー
ト
し

た
選
ｆ
の
皆

さ
ん
は
、
八
Ｋ
間
1
0㎞
の
コ

ー
ス

に
、
人
人
顔

負
け
の

タ
ス
キ
リ

レ

ー
を
繰

り
広
げ
。
全
チ

ー
ム
が
元

気

に
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。

参
加
者
や
応
援
の

父
兄
ら
は
、

も
ち

入
り
の
ト

ン
汁
の
も
て
な
し

を
受
け

、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

一

日
の
疲
れ
を

い
や
し
て

い
ま
し

た
。

国
見
町
の
上

位
人
賞
チ

ー
ム
、

及
び
。
区

闘
賞
受
賞
者

は
次
の
と

お
り
で

す
。

〈

男

子

の

部
》

第

七
位
　

森
江
野
ス

ポ
少
Ａ

《

女
子

の

部
〉

第
二
位
　

森
江
野
ス

ポ
少

《
区

間

賞
》

ぐ

男

孑

・
三
区
　

徳
江
直
樹
さ
ん

（
森
江
野
ス
ポ
少
Ａ
）

ぐ

ヵ

孑

・

一
区
　

菊
地
亜
由
美
さ
ん

（
森
江

野
ス
ポ
少
）

・
三
区
　

八
巻
恵
理
さ
ん

（
森
江
野
ス
ポ
少
）

シ
リ
ー
ズ

ふ
く
し
ま
国
体
県
民
運
動
に

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

『
親
切
と

ふ

れ

あ

い
の

輪
を

広
げ

よ

う
」

○

こ
こ

が
ポ

イ
ン
ト

バ
ス
や
電
車
の
巾
な
ど
で
お
年

寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
に
席
を

譲
っ
て
い
る
尢
景
に
出
会
う
と
。

と
て
し
和
や
か
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
小
さ
な
親
切
、

や
さ
し
き
の
輪
を
家
庭
、
職
場
。

そ
し
て
地
城
へ
と
広
げ
て
い
こ
う

と
い
う
の
か
、
こ
の
テ

ー
マ
の
ね

ら
い
で
す
。

り
（

Ｉ
サ
ル
大
会
や
倒
体
の
開

催
時
に
は
、
多
く
の
人
々
か
本
県

を
筋
れ
ま
す
か
、
そ
う
し
た
人
た

ち
に
も
自
分
の
家
族
や
友
達
と
同

じ
よ
う
に
、
あ
た
た
か
い
気
持
ち

で
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
き

・
と
、
ふ
く
し
ま
の

冥

し
い
こ

こ
ろ
」
か
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
形
で

参
加
し
て
く
だ
さ

い
。お

年
寄

り
、
体
の
不
自
由
な

人
を

い
た
わ
ろ
う

禎
極
的
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動

に
参
加
し
よ
う

恥
訪
青
に
は
あ
た
た
か

い
気

持
ち
で
応
対
し
よ
う

応
接
態
度
は
笑
顔
で
親
切

を

こ
こ
ろ
か
け
よ
う

小
さ
な
親
切
巡
助
を
積

極
的

に
す
す
め
よ
う

困

二

卜
い
る
人
に
は
進
ん
で

ｆ
助

け
し
よ
う

○

活
動

事
例

（
光
催
県
な
ど
で

は
、
こ
ん
な

こ
と
が
行
わ
れ
ま
し

た
）

『
サ
ー

ビ
ス
虎
の
巻
』

山
形

県
旅
館
環
境
衛
生
協
同

組

合
で

は
、
国
体
の
宿
泊
施

設
と
な

る
旅
館
、
ホ
テ

ル
に
選
手
た
ち

を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

の
注
意
事
項

や
国
体
の
予
備
知
識

な
ど
を
ま
と

め
た

『
サ
ー

ビ
ス
虎
の
巻

』
と
題

し
た
手
引

耆
を
作
成
し

ま
し

た
．

こ

の
手
引
書
で

は
．

選
手
か
最

商
の
コ

ン
デ

ぞ
シ

ー
ン
で
試
合

に

臨
め
る
よ
う

食
事

、
睡
眠
．
起
床
、

な
ど
相
手
の

希
望
ど
お
り
規
則
正

し
く
で
き

る
よ
う

に
気
を
配

る
ほ

か
、
一

般
客
に
は
な

る
べ
く

騒
々

し
い
宴
会

や
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
控
え

て
も

ら
う

な
ど
の
注
意
点

が
イ
ラ

ス
ト

を
ま
じ
え
て
記
載

さ
れ
て

い

ま
す
．

○

イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興

ふ
く
し
ま
岡
体
募
金
」

讓
に
で
も
で
き
る
国
体
参
加
、

そ
の
ひ
と
っ

が
『
ス

ポ
ー
ツ
振
興

ふ
く
し
ま
川
体
硲
金
』
で
す
。
国

体
疝
金

は
。
ふ
く
し
ま
国
体
の
開

催

と
県
民

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た

め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
で

す

。
募
金

は
金
融
機
関
備
え
付
け

の
専
用
振
込
用
紙
で
お
振
り
込
み

い
た
だ
く
か
、
市
町
村
役
場
の
窓

口
等
に
設
置
さ
れ
て

い
る
旅
金
箱

を
御
利
用
く
だ
さ

い
。

皆
様
の
あ
た
た
か

い
御
協
力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〔
募

金

の

概

要

〕

名
称

ス
ポ

ー
ツ
振
興
ふ
く
し
ま
個
体

募
金

目
標

七
億
円
以
上

推
進
機
関

ス
ポ

ー
ツ
振
興
ふ
く
し

ま
国
体

募
金
推
進
委
員
会

期
間

平
成
八
年
三
月
二
十

一
日
ま
で

寄
付

金
に
つ
い
て
は
税
法
上
の

特
別
措
置
が
あ
り
ま
す

。

－

問
い
合

わ
せ

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

ふ
く
し
ま

国
体

募

金
推
進
委
員
会

雲
仙
7
5
4
2



お
　

知
　

ら
　

せ

募

集

し

ま

す

国
見
町
立
幼
稚
園
児

町

教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
一

年
前

の
幼
児
を
対
象
と
し
て
、
平

成
六

年
度
国
見
町
立
幼
稚
園
児
を

募
集

し
ま
す
。

入

園
希
望
者
は
、
次
の
要
領
で

お
申
し

込
み
く
だ
さ

い
・

◇

申
し
込
み
期
間

平
成
六
年
一
月
十
日
～
十
七
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分

（
た
だ
し
、
日
曜

日
・
祝
日
は

除
き
ま
す
）

◇

申
し
込
み
鳩
所

藤
田
幼

稚
園
・
森
江
野
幼
稚
園

（
申
し
込
み
用
紙
等
は
各
幼
稚

聞
に
あ
り
ま
す

）

Ａ
〉
男

集

対
象

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
～
平

成
元
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま

れ
た
幼
児
（
五
歳
児

）

◇

持
参
し
て
い
た
だ

く
も
の

印

か

ん

（
森
江
野
幼

稚
園
に
つ

い
て
は
、

嘸
し
込
み
と
同

時
に
制
服
注
文

も
あ
り
ま
す
Ｊ

■
問
い
合
わ
せ

・
軸
育
委
員
会
学
校
教
育
係

霏
叙
2
1
1
1
　
内
線
２
１
２

藤
田
保
育
所
入
所
児
童

平
成
六
年
度
藤
田
保
育
所

の
入

所
児
童
を
。
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

◇
対
象
年
齢

一
歳
以
上
の
未
就
学
児

（
平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
）

◇
募
集
人
数

八
十
名

◇
保
育
時
間

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
四
時

（
た
だ
し
、

必
要
な
方
に
つ

い

て
は
相
談
の
う
え
．
早
朝
・
夕

方
の
保
育
も

い
た
し
ま
す
）

◇

申
し
込
み
期
間

平
成
六
年
一
月
七
日
～
十
四
日

（
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
除
く
）

午
前
八
時
三

十
分
～
午
後
五
時

◇

申
し
込
み
場
所

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

◇

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
か
ん
。
会
社
員
な
ど
の
給
与

所
糾
者
の
場
合

は
、
平

成
五
年

分
の
源
泉
徴
収
粟
。

－

問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉

課
福

祉
係

雲
6
2
1
1
1
　

内
線
１
３
４

・
藤
田
保
育
所

い
 一
 ぐ つ
 
[ 
､ 
ﾏ

国

見

町

奨

学

生

国
見
町
で
は
、
高
校
。
高
専
、

大
学
生
に
対
し
て
、
修
学
資
金
及

び
入
学
支
度
資
金
の
貸
し
付

け
を

行
い
、
育
英

事
業
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
ま

す
。

平
成
六
年
度
の
奨
学
生
を
次
の

要
領
で
募

集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
町
教
育
委
員
会

に
お
申

し
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
修
学
資
金

募
集
人
員
・：
若
干
名

貸
与

金
額
（
月
額
）

高
校
：
二

万
円
以
内

高
耶
：
二

万
五
千
円

以
内

大
学
；
‐
二
万
円
以
内

貸
与
期
間

平
成
六
年
四
月
～
最
短
修
学
期

間返
還
方
法

貸
与
終
了
後
の
六
ヵ
月
後
か
ら

十
年
以
内

に
返
還
。
無
利
子
。

◇

入
学
支
度
資
金

募
集
人
員
…
若
干
名

貸
与
金
額
（
一
括
貸
与
）

高
校
・
高
専
…
十
五
万
円
以
内

大
学
・：
二
十
五
万

円
以
内

貸
与
方
法

平

成
六
年
三
月
に
一
括
貸
与

返
還
方
法

平

成
六
年
四
月
か
ら
修
学
期
間

内

に
返
還
。
無
利
子

。

◇

申
し
込

み
期
間

平
成
六
年
一
月
六

日
～

二
十
一

（
た
だ
し

、
土

・
日
曜

日
．
祝

日
は
除
き
ま
す
）

◇

資

格
等

国

・
県
及
び
他
団
体
か
ら
同
種

の
奨

学
資
金
の
貸
付
け

、
ま
た

は
給
与

を
受
け
て

い
な

い
方

一

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
教
育
委

員
会
学
校
敦
育
係

韲
６
２

１
１
１・・
　
内
線
２
１
２

（
商
校
、
商
耶

進
学
者

は
中
学

校
へ
申
し
込
む
こ
と
）

無
火
災
で

明
る
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う

年
末
は
何
か
と
忙
し
く
、

火
の

取
り
扱
い
、
火
の
始
末
か
、

お
ろ

そ
か

に
な
り
か
ち
で
す
。

明

る
い
新

年
を
迎
え
る

た
め
に
、

特
に
「

火
の
元
」
に
注
意
し
ま
し

火
災
と
救
急

救
助
は

Ｓ
１
１
９
番

年末年始水道修繕工事当番
月　　 日 �指　 定　 店　 名 �電　　 話

12 月30日12

月31日 �
半 沢 水 道 工 業 所 �85 ｰ 3198

１ 月１日 �㈲ 泰 久 設 備 �85  ー2310

１月２日 �㈲ 国 見 設 備 �85
  ー3 385

  ー41W

１月３日 �国 見ガス住宅 設備㈱ �85 ｰ 2137

１月４日 �

高　 野　 電　 気

徳　 江　 電　 気

徳　 江　 農　 機 �85

 ｰ 272285

－272085

  ー2067

１月５日 �㈲ 国 見 建 工 �85－4522

１月６日 �㈲ 後 藤 設 備 �85
－310385

 ｰ 3321

１ 月７日 �半 沢 水 道 工 業 所 �85－3198



ご
存
じ
で
す
か

正
し
く
使
お
う

あ
な

た

を
守

る
「
一

一
〇

番
」

毎
年
．

一
月
一
〇
日

は
．

コ

ー
○
番

の
日

」

と
な
っ
て

い
ま
す
．

こ

れ
は
、
一
一
〇
番
通
報
か
年

々
増
加
し

て
お
り
ま
す

が
、
同
時

に
イ
タ
ズ
ラ
電

話
や
間
違

い
電
話

も
多
く

、
事
件
事
故
の
一
一
〇
番

通
轍

の
妨

害
と

な
・
て

い
る
こ
と

か
ら
、
町
民
の
皆

さ
ん

に

こ

Ｉ
〇
冊

の
正
し
い
か
け
方
』

「
一
一
〇

番
の
利
用

方
法
」

に
つ
い
て
．
知

っ
て

い
た
だ
く

た

め
の
日
で
す

。

一

二
∪
・
酢
は
警
察
へ
の
緊

急
心

話
で
す
．
事
件
事
故
が
あ
り
、
警

察

に
連
絡
し

た
い
と
き
は
、
す
ぐ

に

．
匸
じ
酢
し
て
く
だ
さ
い
．．

こ
の
時
．
特
に
お
願
い
し
た
い

の
は
、『

い
つ
』

『
ど
こ
で

』

「
な

に
か
あ

っ
た
の
か
」

「
ど
う
な
・

た
の
か
」

と

い
う
こ
と
を
噸
序
よ
く
話
し
て

く

だ
さ
い
。

ま

た
。
赤
電
話
や

ピ
ン
ク
電
話

か
ら

Ｉ

］
○
番

を
す
る
と
き
は
、

店
の
人
に
鍵

を
借

り
て
か
け
て
く

だ
さ
い
。

一
一
〇
番

は
、
あ
な
た
を
守

る

警
察
と
の

ホ

″
ト
ラ

イ
ン
で
す

。

イ
タ
ズ
ラ

電
話
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

お

願

い

自
動
巾
携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、

各
警
察
桝
の
管
帖
Ｋ
域
に
か
か
わ

ら
ず
、
県
内

煢
城
に
つ

い
て

警
察

本
部
通
は
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
通
話
内
容
（
特
に
地
名

等
）
は
、
よ
り
具
体
的
に
通
報
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ

・

桑
折
警
察
桝

雲
０
2
1
5
1

戸籍の窓口
(Ｈ 月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

哲 皀(て っ や)佐餓 道裕 山崎富舘

直 幸(なおゆき)佐久間 守 第　 一｡

竣( し ゅ ん)樋口　 孝 第　---

孝 枝(た か え)佐々木浩一 源宗山東

春 広(はるひろ)阿部 春ちり　泉 田 下

夏 穗(な つ は)松浦 義昭 石ほｍ原

冴 歌(さ え か)黒田 和雄 駅　 加

幹 也(み き や)渡部 脇利 高　 峨

叉津妃(み づ き)森木 庄司･l ヽ 坂

結婚おめでとうございます

氏　　 名

佐 ●　　 智

鴨　 田　 笂代「

餓 浦 知 弘

渡 辺 浩　f･

大 久 賢 二ご

松 崎 １ｒ 代

町内 会

第　 二

内 谷 西

石以111西

梁 川 町

滝　111

福 鳥1111

おくやみ申しあ げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内 会

鈴 木　 弃 雄　　61　　 川　 内

佐 ● 富 子　 闘　 齣　 川

佐 藤 留 太郎　　7 ｓ　　 胸　|||

安孫一f　コ　 ン　　　87　　 泉111 1ご

宇 佐美 瓦 藏　　81　　 釶　･1

佐 ｌ　 ミツ･r　　65　　 北　 郎

墳 叫　 ｝ 夕　　8,l　　 第　 ．｛

渋ti な か　　 ６･l　　 ｔ l･| 寺

菊 地 利 市　　73　　 第　･|･

商　 擒 徳 治　　 部　　 第　　1･

人 口 と 世 帯
12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人
　
　

口

男 5.  ? 人 （－３ ）

一女6  靆 31人 （－II ）

一計1  7 人(   ー14 )

世帯数2 戸 く＋Ｉ）

転　入　９人

転 出22 人

出　生　９人

死　亡　10人

新 年 の 賀 詞 交 歓 会
平成６ 年の川 見町 新年賀詞 交歓会を町，商|;会，閥 見町 農業協

｢司組合，町 工業 クラブ共催で， 次のとおり闘催い たし ます ．

●と　　 き… 平成６ 年I J-j 4 卩（火）　 午後２時

S･と こ ろ…国 見町 農協会館
･･参 加 料…l.｛ＸＸｊ円
･･申込方法… 参加 を希望される力･は、12 月 2 凵 まで。参加料を添

えて 役場総務課、町商’ll会、国 見町 農業 協同組 介竹

理課のいずれかにお 中し込 みください｡

■ 問い合わせ　 ●役場 総務課庶動係 雲85･ 21H 内線1２1

12月　師走（しわす）

22 日 (水）冬　至

23 日 (木）天皇誕生日

25 日 (土）クリスマス

日 ( 火）官庁仕事納め

31 日 (金）大みそか

１月　睦月（むつき）

１日（土）元　 且

４日（火）官庁仕事始め

５日（水）小 寒

７日（金）七　草

15 日 (土）成人の日

心配ごと相談日
場所：役場 二階相談靈( ●剥入口からお入り下奢い)

時間：９時～12 時

こ まったことや、 相談ごとがありましたら、

お気僅にご相破下さい。秘密は絶対に守り ます、

〔相 談口 〕

12J】 日 ( 金）薊地 平助・小西 絹子

１月14 日 (金）古田　 稔・簗瀬　貞子

１月５日は休ませていただきます．

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

8 5 ｰ 2 6 7 6
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町
政
の
現
状
に
つ
い
て
聴
く

去

る
十
一
月
三
十
日
午
前

九
時

三
十
分
よ

り
、
仮

オ
ー
プ

ン
さ

れ

た
ぱ
か

り
の
す

ば
ら
し

い
観
月
台

文

化

セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ

ー
ル

に
お
い
て

、
阿
津
賀
志
・
成
人
学

級

、
女

性
教
室
の
合
同

学
習
会

が

行
わ

れ
、
約
二
百
五
十
名

が
出
席

し

、
講

師
の
冨
永
町
長
よ

り
「
町

政
の
現
状

と
課
題
」

に
つ

い
て

お

話
を
伺

い
ま
し

た
。

ま
ず
観

月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
が

完
成

さ
れ
る
ま
で
の
経
過

や
予
算

、

規
模

、
更
に
機
能
等
に
つ

い
て
く

わ
し
く
述
べ
ら
れ
ま
し

た
が
、
改

め
て

ご
苦
心
・
ご
苦
労
が
よ
く

わ

か
り
、
今
後
私
た
ち

が
文
化
セ

ン

タ

ー
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
上

で
、
大
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

そ
し
て
。
豊
か
で
。
住
み
よ

い
活

力
あ
る
発
展
す
る
我
が
岡
見

町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
文
化
セ
ン
タ

ー
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
心
さ
せ

ら

れ
ま
し
た
。

更
に
上
野
台
運
動
広
場
の
建
設

や
、
観
月
台
公
園
溜
池
改
修
等

現

在
進

め
ら
れ
て

い
る
事
業
の
蜆
嗅

や
、
財
政
状
況
等
に
つ
い
て

話
さ

れ
ま
し
た
が
、
快
適
で
住
み
よ
い

町

づ
く
り
の
た
め
、
鋭
意
努
力
な

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
よ
く

理

解
で
き
ま
し
心

ま

た
、
今
年
度
の
町
の
重
点
施

策

に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て

ふ
れ

ら

れ
ま
し
た

が
。
細
や
か
な
対
策

を
立
て
力
強
く
進

め
ら
れ
て

お
ら

れ
る
実
態
か
よ
く
わ
か
り
、
町
政

に
つ
い
て
一
層
の
理
解
と
関
心
が

深
ま
り
、
大
へ
ん
有
意
義
な
学
羽
‥

会
で
し

た
。

そ
し
て

。
今

後
も
ぜ
ひ
継
続
し

て
欲
し

い
と
の
感
想

が
寄
せ
ら

れ

ま
し

た
。

な
お
。
出
席

者
は
終
了
後

館
内

を
見
学
さ
れ
ま

し
た
か

、
感
嘆
の

声
を
発
し

、
発
展
す

る
国
見
町
を

実
感

さ
れ
、
喜

ん
で

お
ら

れ
た
姿

か
印
象
的
で
し

た
。

▲冨永町長の話に聞き入る学級生 の皆さん（多目的ホール）

歯
の
健
康

そ
れ
は
母
の
愛

第
十
二
回
子
育
て
教
室

十
一
月
二
十
六
日
、
第
十
二
回

子
育
て
教
室
は
、
西
大
枝
に
新
し

く

オ
ー
プ

ン
し

た
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
、
移
動
公
民
館

『
孫
育
て
学

級

』
と
合
同
で
研
修
し
ま
し

た
。

神
津
武
志
先

生
を
講
師
に
お
願

い
し
て

「
歯
の

健
康
」
の
お
話
に

出
席
者
は
真
剣

に
研
修
し
ま
し

た
。

保
健
課
よ
り

お
借
り
し

た
歯
の
模

型

や
、
先
生

が
持
参
さ
れ
た
患
者

さ
ん
の
石
こ
う

の
歯
型
な

ど
を
見

せ
て

い
た
だ
き

、
先
生
の
間
近

に

座
っ
て

ひ
ぎ
を
接
し
な

が
ら
の
講

義
は
ほ
ん
と
う

に
熱
を

お
び
。
真

剣
そ
の
も
の
で

し
た
。

講
義
の
内

容
を
要
約
し
ま
す

と

①
最
近
は
学
校
の
健
康
指
導

や
保

健
牒
の
啓
も
う
活
動
に
よ
っ
て

子
ど
も
の
１

に

あ
る
。

②
齠
齠

蟐
鴫
网

固
、
甘
い
食
べ
物

よ
り
は
、
食
後
の
管
理

か
大
切
、

歯
を
み
が
く
こ
と
は
、
歯
を
掃

除
す
る
だ
け
で
な
く
、
歯
の
組

織
を
刺
激
し
て
、
強
化

さ
せ

る

こ
と
に
な
る
。
幼
児

期
の
乳
歯

も
永
久
歯
と
。
よ
り
よ

い
交
替

を
す
る

た
め
に
は
一
本
で
も
失

う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し

た
い
。

－
③
幼
児

期
の
歯

の
管
理

は
母
親
の

責
任
。
歯

か
汚

れ
て

い
る
子

ど

も
は
お
母
さ
ん
が
関

わ

り
て

い

な
い
こ
と
が
多
い
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん

が
関
わ

っ
て

い
る
場
合

、
ど
う
し
て
も

厳
し

さ
か

足
り
な
い
。
う

る
さ

い
か
ら

と
い
っ
て
の

べ
つ
お
や

っ

を
与
え
る
。
い
つ
も
汚
れ
て

い
る
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

④
栃

愬

ぶ

尉

心
蹈

は
、
時
間
を

き
め
て

、
短
時
間

に
与
え

る
。

母
親

と
祖
父
母
と
の
協
力
関
係

を
は
か

る
。
よ
く
話
し
合
う
。

⑤
齠
姐
四

朗
甜
砌
は
歯
の
管
理
を

困
難

に
す

る
と
と
も
に
、
哨
む

運
動
か
弱
く

な
る
。
最
近
は
。

１

と
か
少

な
く
、
歯
ぐ
き
や
あ

ご
の
発
達
が

小
さ
く
な

っ
て

い
る
。
よ
く
噛

む
こ
と
に
よ

っ
て
、
筋
肉
や
あ

ご
の
骨
か

兇
達

、
強
化
さ

れ
る
。

あ
ご
の
大
き

さ
が
あ
る
程
度
な

い
と
歯
の

出
る
所

が
狹
く
歯
並

び
か

乱
れ
る
こ
と
に
な
る
。

不
正
岐
合

や
反

対
校
合
は
幼
児

期
の
う
ち
は
簡
単
に
治
療
か
で

き
る

Ｉ－
つ
て
の
み
生
ま
れ
る
。
二
十
才
に

も
な
っ
た
娘

さ
ん
の
治

療
を
し

て

み
て

。
ど
う
し
て

き
ち

ん
と

自
分

の
歯

を
管
理
で
き

な
い
の

か

と
思
う

。
幼
児
期

に
母
親
か

あ
ま

り
に
無
関
心
で
あ

り
た
の

か

。
健
康

な
歯
で
よ
く
噛
む
こ

と
か

、
脳
細
胞
を
活
性
化
さ
せ

精
神
面
に
も
好

い
影
響
を
与
え

て

い
る
と

い
わ
れ
る
。
歯
の
治

療
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
母
親
な

ら
、
幼
児
期
の
う
ち
か
ら
、
よ

い
習
慣
を
つ
け
て
お
く
こ
と
か

ほ
親
の
真
の
愛
情
だ
と
思
う
。

手
づ
く
り
の

お

正

月

を

ｌ
ミ

ニ
門
松
作
り
ｌ

去

る
十
二
月
七
日

、
成
人

学
級

と
女
性
教
室
合
同
で
、
ミ

ニ
門
松

作

り
を
行

い
ま
し
た
。
四
十
名
の

学
級
生
か
参
加
し
、
高
橋
藤
右
エ

門

さ
ん
、
菊
地
仙
七
さ
ん

、
佐
藤

守
由
さ
ん
を
鱗
師
に

Ｉ
か
ら
懇
切

丁
牢

に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し

た
。

先
ず

。
缶
の
ま
ん
中
に
竹
を
立

て

。
山
砂
を
入
れ
ま
し

た
。
竹
三

本

は
、
五
日
前
に
竹
や

ぶ
か
ら
切

り
出
し
て

。
電
動
切
断
機
で
斜

め

に
切

っ
て
結
束
し
て

お
い
て
下
さ



つ
た
の
で

、
容
易

に
で
き
．
そ
の

ま
わ

り
に
松
葉
を
差
し
込
み
ま
し

た
．次

に
、
わ
ら
を
二
十
本
位
ず
っ

ゆ
わ
え

た
の
を
二
十
ほ
ど
作
り
、

缶
の
ま
わ

り
に
ぐ
る

っ
と
轡

い
て

縄
で
縛

り
ま
し
た

が
．
こ

れ
が
大

仕
事
で
し

た
‘

二
人
の
先
生
方
は
、
個
人
指
導

で
大
忙
し
で
し

た
が
、

学
級
生
同

士
で
教

え
ａ

う
姿
も
見
ら

れ
．
成

人

学
級

と
な
性
教
室
の
交
流
の
場

と
も
な

り
ま
し
々

．
昨
壓
、
し

め

な
わ
を
作

っ
た
人

々
も

い
た
の
で
、

作
業
か
進

む
う
ち
に
手
っ
き
も
慣

れ
て
、
な
か
な
か
卜
冫
ｒ
と
ほ

め
ら

れ
る
場
面
し
あ
り
ま
し

た
．
わ
ら

を
缶
の
商
さ
で
切

ご

ヽ
竹
の
顏
か

見
え

た
時
に
は
、
体
育
館
の
空
気

が
ホ

ッ
と
和
ら
ぎ
ま
し

た
．

最
後
に
、
鶴
、
亀
、
Ｕ

と
南
天
．

晦
を
飾

コ

、
、
参
加
者
全
員
の
ミ

二
門
松
が
見
事
に
完
成
し
、
お
互

い
に
観
賞
し
合

い
ま
し
た
。
所
要

時
間
三
時
間
。
わ
ら
を
咎
く
の
に

苦
労
し
た
分
、
出
家
あ
か
っ
た
μ

ぴ
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

商
橘
さ
ん
に
は
、
今
年
初
め
か

ら
準
備
に
か
か
ら
れ
、
空
缶
か
ら

飾
り
物
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
材
料
を

調
達
し
て
ド
き

い
ま
し
た
こ
と
、

ま
こ

と
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し

た
。
参
加
者
一
回
は
、
先
生
な

の

ご
指
導
に
感
謝
し
な
が
ら
、
自

分
の
作

っ
た
門
松
で

い
い
正
川

か

迎
え
ら
れ
る
と
、
大

満
足
の
う
ち

に
倣
会
し
ま
し
た
。

Ａミニ門松を作る学吸生の曾さん

大
木
戸
Ａ

が
優
勝

～
町
内
一
周
駅
伝
～

公
民
館
主
催
の

Ｉ
第
十
じ

回
町

内

一
周
駅
伝
競
走
人
会
」
は
十
一

月
二
十
三
日
、
役

場
前
を
ス

タ
ー

ト

、
ゴ
ー
ル
に
町
内
を

巡
る
十
区

間

、
二
十
三

∴
一
。♂

の
コ

ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
、。

今

大
会

に
は
、
中

学
生
の
部
Ｌ

チ

ー
ム
、
一
般

の
部
ト
チ

ー
ム
の

計

十
七
チ

ー
ム
か
参
加
し
、
開
会

式
の
後
、
神
津
武
志

町
体
育
協
会

艮

の
号
砲
を
合
図

に
第

‐‐
区
の
ラ

ン
ナ
ー
か
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。

選

手
の
皆
さ
ん
は
沿

道
の
盛
ん
な
声

援
に
も
励
ま
さ
れ
、
見
事
な

タ
ス

キ
リ
レ
ー
を
披
露
し
ま
し

た
。

成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
．

◇

一
般
の
部

優
　

勝
　

人
木
戸
Ａ
チ

ー
ム

凖
優
勝
　

藤

川
チ

ー
ム

第

．一
．位
　

小
坂
チ

ー
ム

◇
中
学
生
の
部

優
　

勝
　

４
川
ノ
ご
Ｉ
ア
Ａ
チ
ー
ム

凖
優
勝
　

人
木
戸
Ａ
チ

ー
ム

第
．．
．位
　

人
枝

ジ

ふ
ニ
ア
チ

ー
ム

▲号砲を合図にスタートする第１区のうンナー

第
２
回

町
長
杯

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
人
会

’
第
二
川
町
長
杯
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
大
会
」
は
十
一
月
Σ
十
八
日
、

町
民
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し

た
。

町
内

の
愛
好
者
ニ
ト
四
人
か
出
場

し
、
川
″
女
ま
た
は
女
子
に
よ
る
ペ

ア
４
・
つ
く
っ
て
、
予
選
リ
ー
グ
と

決
勝
ト

ー
ナ
メ

ン
ト
に
熱
職
を
繰

り
広

げ
ま
し
た

。

成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　
勝

準
優
防

第

．
．
．
位

佐

藤
　

洋

’ｒ

小

竃

ア

サ

’
いＬ

宍

．
尸
　

マ

ッ

松

浦
　

攵

Ｆ

佐

藤
　

信

人

八

島
　

和

Ｆ

ペ
ア

ベ
ア

ペ
ア

あ熱籖を練‘Jlt ずたバウンドテニス大会

実
り
多
か
っ
た

グ
ル
ー
プ
活
動

な
性
教
室
で
は
。
昨

年
度
か
ら

内
部
講
師
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
活
動

を
し
て

い
ま
す

。
講
師
は
、
五
十

嵐
君
代
さ
ん
、
佐
藤
ト

シ
ヱ
さ
ん
、

佐
藤
ノ

ブ
子
さ
ん

に
お
願

い
し
、

そ

れ
ぞ
れ

。
紙
粘
土

に
よ
る
小
物

人

れ
と
バ
ラ
の
花
の
製
作
、

口
金

っ
き

ポ
ー
チ

と
ポ
ーン
エ

″
卜
作

り
、

歌
謡
曲

に
合
わ
せ
て
の

ジ
ャ
デ
ィ

ス
を
学
習
し
ま

し
た
。。

は
じ

め
て
桃
戦
し
た
人
か
多
か

『

だ
の
で
す
が
、
仲
間

が
先
生
と

い
う
気
安
さ
も
あ

。
て

、
和
気
あ

い
あ

い
の
中
に
も
熱
か
入
り
、
ど

れ
も
力
作
か
川
来
上
が
り
ま
し
た
。

女
性
教
室
の
仲
間
の
ふ
れ
合

い
と

和
か
、
よ
り
深
ま
『

た
こ
と
が
何

よ
り
の
収
穫
に
な
り
ま
し
た
。

・ 一つひとつの作業を丁寧に（紙粘土グループ）

行事のお知らせ
ｎ �日 �曜 � 行　　　　　　　　　 事

12 �24�金 �・子育て教室

１ �

７ �金 �・阿津貿志学級委八会

�９�日 �・少年仲問づくり教室

�14�金 �

・成人学級

���・子育て教室

���・移動公民館（大技）

備　　 考 ���
・観月台文化センターは12月29日から

１月３日まで休館です。



練
習
の
成
果
を
発
衣

～
小
中
学
校
音
楽
会
～

国
見
町
小
中
学
校
在
楽
会
か
、

十
一
月
二
日
、
県
北
中
学
校
体
育

館
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
音
楽
会
は
、
国
見
町

教
育
研
究
会
の
主
催
に
よ
り
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
町
内

の
翕
小

中
学
校

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

ダ
国
見
町
教
育
研

究
会

長
（
畠
腹

噸
一
藤
田
小
学
校
長
）
か
、

７
し

ゆ
く
ま
で
練
習

の
成
果
を
発
揮

し

て
く
だ
さ

り

曹

楽
は
匯
界
の

言

葉
で

す
Ｊ

と
、
あ
い
さ
っ
し
た
後
。

会
場
を
訪
れ
た
父
兄
ら
も
交
・
气

全
貝
で
「
ま
っ
か
な
陝
」
を（

‥
叫

し
ま
し
た
。

次

々
に
、
外
学
皎

ご
と
の
合
唱

や
（
口
奏
か
発
表
さ
れ
る
度
に
、
会

場
に
大
き
な
拍
Ｆ
か
沸
き
起

こ
り
。

参
加
し
た
児
童
や
生
徒
は
、
音
楽

夲
・
楽
し
み
な
が
ら
交
流

を
深

め
ま

し
た
。

国
見
へ
よ
う
こ
そ

ロ
バ

ー
ト
先

生
歓
迎

会
・

国
見
町
の
胝
迚
招
致
に
よ
る
英

語
指
導
助
Ｆ

と
し
て
、
八
り
に
着

任
し

た
ロ

バ
ー
ト
先
生
の
歓
迎
会

が
、
ト

ー
月
二
日
、
国
口
｀
町
農
協

会
鯨
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し

た

歓
迎
会
に
は
、
冨
永
武
人

町
長

は
じ

め
、
議
会
正
副
議
長

、
議
会

各
常
任
委
員
妊
、
各
小
中
学
皎
艮

ら

。
。
卜
八
名

が
出
席
し
ま
し

た
。

冨
永
町
長

が
、
歓
迎
の
あ

い
さ

っ
を
行
っ

た
後
、
ロ

バ
ー
ト
光
生

か
、
流
ち

１
う
な
Ｈ
本
語
で
あ

い

さ
つ
を
行

い
ま
し

た
。

仲
野
川

。
町
議
会
議
長
の
乾
杯

の
兇
ぷ
に
に
よ

り
歓
談
か
行
わ
れ
、

出
席
者
は
交
献
を
深
め
ま
し

た
。
『

み
の
り
の
つ
ど
い

～

小

城
小

学
校

～

小

坂

小

学

皎

の

児

瓶

た

ち

は

、

川

航

え

か

ら

刈

り
入

れ

ま

で

の

体

験

を

通

し

て

、

陥

作

を

学

ん

で

い

ま

す

．

１

一

り

．一
十

．１‐阯
日

に

は

、

収

晴

を

祝

い
４
口
い
．

調

理

し

、
会

食

す

る

こ

と

に

よ

り
、

生

産

の

応

び

と

楽

し

さ

を

味

わ

う

た
め

、

収

穫

祭

「
み

の

り

の

っ

ど

い
」

が

行

わ

れ

ま
し
た
．

渡
部
正
俊
校
妊
が
、
「
今
年
の

実

り
に
感
謝
し
、
来
年
も

い
っ
ぱ

い
米

が
収

れ
る
よ
う
に
頤

い
ま
し

ょ
う
一

と
、
あ

い
き
っ
し
ま
し
た
、

児
敵

た
ち
は
、
七
目
楽
発
衣
や
収

穫
に
閏
す
る
体
験
発
表
を
行
っ
た

後
、
自
分
た
ち
で
育
て
．

収
晴
し

た
も
ち
米
で
作
っ
た
赤

飯
を
食
べ
．

楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
．

四
季
節
保
育
所
で

閉

所

式

町
内
四
季
節
保
育
所
に
お

い
て
、

卜

‐．
月
三
十
日
、
閉
所
式
が
行
わ

れ
ま
し

た
．

．自
Ｌ
卜
川
日
川
の
保
育
か
行
わ

れ
、
保
育
か
開
始
さ
れ
た
四
り
に

は
、
季
節
保
育
所
に
行
き
し

ぷ
っ

て

い
た
幼
児
む

、
今
で

は
友
達
も

で

き
．
毎
朝
元
気

に
通
え
る
よ
う

に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
．

小
坂
季
節
保
育
所
で
は
、
幼
児

令
員

が
、
会
場
か
割
れ
る
陞
の
人

き
な
声
で

、
朝
の
歌
を

ｎ`
唱
し
た

後
．
責
任
者
の
菅
野
賛
郎
さ
ん
か

ら
．
幼
児

一
人
一
人
に
保
育
証
書

か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．

閉
所
式

に
続
き
、
お
わ
か
れ
発

表
会
か
行
わ
れ
、
わ
が
ｆ

の
哨
れ

姿
を
．

ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ

に
お
き

め
よ
う
と
訪
れ
た
人
勢
の
父
兄
の

皆
さ
ん
は
、
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ

て

い
ま
し

た
．

編
集
日
記

○
師
走
に
な
る
と
、
毎
年
の

こ
と

な
が
ら
気
ぜ
わ
し

さ
を
感

じ
る
。

忙
し

い
時
期
で

あ
る
こ
と
も
事

実
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
は
、
や
り
残

し
た
こ
と
が
多
い
か

ら
。、

「
師
4
2」
は
、
「
為
果

つ
」
か

ら
転

じ
た
と
い
う
説
も
あ

る
、

『
為
叭

つ
』
と

は
、
な
し

お
え

る
と

い
う
恋
味
。

こ
の
年
末

、
『
為
緊
つ

』
を
迎

え

た
人

は
何

人
い
る

だ
ろ
・
―

○
忙
し

い
時
期
に
な
る
と
。
注
意

力

が
散
漫

に
な
り
。
乍
故
を
起
こ

し
や
す

い
。
年
収
は
、
よ
り
注
愚

力

が
必
要
な
時
川
で
し

あ
る
。

よ

い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。

編

妲

川
ｕ

、
町

総

拷

謖

福

鳥

県

伊

達
一

国
ｕ

、
町

人

字

Ｉ

出

字

．
ｒ

……
…
．
．
２

の

Ｉ

号

九

六

九
－

．
匕
　

魯

一
二

―

円

た
一

‐
叭
．れ

Ｉ

．
．
．

．

．

’
代

表

）

練習の成果が発表された番楽会

ユーモアを交えあい さつを行うロバート先生

湯気の立ち上る赤飯をよそってもらう児鏖たち

保育証書が手渡される幼児たち

わ
だ
い


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12

